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 1

は し が き 

臨床人間学は、１）少人数討論と全体討論、２）生

老病死などに関する判断を通して具体的に人間を考

える、３）自分の問題として考え始める、４）倫理的

判断のみならず人生・死などの意義や生きがいなど

も追求する、を特徴とする新しい人間性教育の方法

である。対象として、医学生、看護学生、一般大学

生、大学院生、看護婦、ターミナルケア専門家、一

般社会人に実践した。これらの実践を通して、この

教育の方法が確立し、内容が精選されてきた。本研

究の概要を報告する。 

 

研究組織 

  研究代表者 庄司進一（筑波大学臨床医学系） 

  研究分担者 紙屋克子（筑波大学社会医学系） 

 

研究経費 

  平成 ９年度       ２、０００千円 

  平成１０年度       １、３００千円 

  平成１１年度       １、３００千円 

   

    計          ４、６００千円 

 

 

 

 

 

 


